
平成 32年度の次期小学校学習指導要領の完全実施までの

外国語活動・外国語科の年間指導時間数について

平成 29年度 平成 30年度 平成 31年度 平成 32年度

第 3泌子年 0

第 4学年 0

第 5学年

第 6学年

|||II外 国語活動の年間指導時間数 題||1母 外国語刊・(英語)の年間指導時間毅

※ 平成 30年度、平成 31年度は、平成 32年度に向けた移行措置として、第

3・ 4学年では、新たに15時間の外国語活動を実施する。また(第 516学
年では、 15時間プラスして50時間の外国語活動を実施する。

※ 第 5・ 6学年については、平成 32年度から教科 (外国語科)と して、原則

英語を年間70時間 (週 あたり2時間)学習することになる。

※ 第 3・ 4学年においては、平成 32年度から、外国語活動として、年間35
時間 (週 あたり1時間)学習することになる。
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手引きの作成、学習指導教オオの編集のた
めに、透明性が高く分かりやすく参照で
きるものとして、20年以上にわたる研究
を経て、2001年 に欧州評議会 (Coun01
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高校卒業レベルで

現状

【高等学校】
○目標:ヨミユニケーション能力をわ
○授業は外国語で行うことが基本

1国の目標 (英検準 2～ 2級程度等 50%)  |
|             →現状 32%  |
|・ 生徒の学習意欲、「書く」「話す」1こ課題  |

【中学校】

―
を通昧「聞くこと」「読むこと」「話すこと」

「書くこと」の総合的育成
O日標 :コ泣ニケ‐ション能力の基礎を務
O前回改訂で週3⇒週四こ増

|・ 国の目標(英検 3級程度等 50%)→現状 35%
|・ 言語活動が十分でない

筆闘隷瞼蟄と範鷺闘 陣 菫電機震)

腕
O目標:

能力の素地を養う

0期 儀を空郎 鷺指導 …………… …… ……ヽ
1外国語活動が成果を上げ、児童の「読む」「書 :

:く 」も含めた系統的な学習への知的欲求が高  |
iまうている状況              :

等爛95単純時間 t遭 ■コマ程度)

5000E程度

【高等学校】
日標例:例えは ある程度の長さの新聞記事を速読して必要な情報を取り出したり、社会

的な問題や時事問題など幅広い話題について課題研究したことを発表。議論した
りす在 と

"Hて
ぎるようにする。

O外 国語やその背景にある文化の多様性を尊重し、他者に配慮しながら、幅広い話題
について情報や考えな酵 外国語で的確に理解晩 り適切に伝え争 たりする能力を
養う。 .

O授業を外国語で行う強 基本とするとともに、
①「関餃 Δ「議とこと」「話すこ」「書くことJを総合的に級う言語活動
②特に、報節務 聴すこ判、「訳 註」tおいて発信力を強1ヒする言

"鉱
活動

を売案 (発表、討論・議諭、交渉等)。

年間二40単位時間
【中学校】

1日標例:例えば、短い新聞記事を読ん約 、テレビの‐帝―スを見たりして、その概要を
伝え在 が できるよ)とする。

iO互いの考えや気持ちなと考外国語で伝え彿 対話的な言語活動を重視した授業を外国
語で行うことを基本とする。

O外 国語やその背景にある文化の多様性を尊重u他者に配慮呻 ら、具体的で身近
な話題についての理解韓 簡単な構報交攀 コミユニケーション能力を鶏 。

1田目 田 【小数 詳 鋼   田｀
平

】 十  年間70単位時間  |
目標例:例えば、馴染みのある定型表現を使って、自分の好きな顧が言顧爾鷹て下W昭蔚
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などについて、友達に質問したり質問に答法 り鷲 るよう|こする。
○ 外国語やその背景にある文化の多様性を尊重し、相手に配慮明 ら聞いたり話したり
することに加えて、読ん洵 書いたりす在 とにっいての態度の育成も合めた、コミユニケー
シ茅 能力の基睦 わ 。

○ 学級担任が専門性を高め指導、併せて専科指導を行う教員を活用、ALT等を一層
積極的に活用。

1教科として系統的に学ぶため、短時間学習や、45分に 15分を加えた60分授業の設定等の

1柔軟な時間割編成を可能とする

【小学校中学年】
年間35単位時間

O外 国語を通じて、言語やその背景にある文1との多様性を尊重し、相手に配慮卵 ら
閣いたり話晩 りす韓 中心に助憲祭とニケーショ`/機力の素迫を菱仇

O主 に学級j曇任がЩr等を一層嶺趣的に活用したT・整 申心と1"聟酪乳
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